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1. 走査X畿による 骨塩量の灘定p
。梅田透，有7k 昇，桂井浩
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(冨的) 生誌における，骨塩呈を，線源tこX線を黒
い，これをマイクロゼームに，絞ることによヲ， ~ff定し
た。当方法の，精度，再現性・有男性について検討し
た。(結果〉 得られた吸収痘を，コンピュータにより，
各種画犠表示を行い，有効であった。精度としては，フ
ァントーム実験にて， 0.05の比重差を，議耳目できた。再
現性は，約3%以内であった。 
2. ホログラフィ (CT像町立体視〉
酒井尚信，畠中仁，秋庭弘道
高時克彦 (千大・放技校)
近年， Lasers技術の発達にともない， Lasersを用い
た Holographyによる画像処理が塁療の分野にも盛ん
に取り入れられるようになった。今回我々は Lasers 
(15mW出力〉を用いて CT(Computerized Tomo・ 
graphy)で得られた新憲像を Holography技術を用い
て，一枚の乾板に多重記録することによ!J CT 像の立
体援を試みた。今回の実験においては画質的にはまだ十
分とは云い難いが，実験系を改良することにより診断
可能な橡を得ることが期待できると患われる。さらに 
Holographic displayとしての医学的応用，特に踏外科
領域等の診断用， あるいは教育用 displayとして有馬
であるように思われる。 
3. 下曙頭・頚部食道連続撮霊長の試み
鴇田文之，武宮三三(千葉県がんセンター)
下瞳頭・頚部食道の造影検査には，透視及びスポット
撮影による方法が志く用いられているが，この部{立は造
影剤の通過が早く，タイミングをとるのが難しく，適切
な像を得るために頻屈の撮影が必要で、ある。我々は自常
の診療に応用し得てしかも無駄なく一回の撮影で良質の 
X隷造影像の得られる方法として，昭和52年12月より下
咽頭・頚蔀食道の連続撮影を試みている。この方法で壌
下第二相の初期から充満像， レヲーフ像が一自の撮影
で得られ，その像はスポット援影と比較して遜色なし
むしろ一連のj請報が一臣の撮影で得られる点で、憂れてお
り，最近では透視を行わないことも島る。特に最近頚静
新設計を頚部に装着し嘱下時に生ずる設形の変化に含せ
て撮影する方法を用いているが，これによりタイミング
が一段と正確になり，診断誌を向上させることが出来る
ようになったo 
4. In-l11 Oxine標識白血球による家豆護霧イメー
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三好武美，今関恵子，秋庭弘道(千大〉
膿場作襲家兎を用いて In・111オキシンを同一家兎自
血球に標議する事により，膿療への標識白血球の集まる
状態を staticimageにとり観察した。 RI静注直後は
諦への集積がみられるが，静注後 24持関， 48時間では
許，B専，骨髄，麓療への集覆が著明で，護蕩部への集積は 
48時間で、最も多かった。一部腎，頭部への集者責もみられ
たが， free In-Oxineによるためと考えられた。入車援
を用いて標識率，標識白血球の viabilityを検討し，前
者は70%前後で後者はトリバンプル}排除試験で、90%以
上であった。 
5. 甲状腺のエコーグラムとシンチグラム
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昭和53年10月より，甲状壌の結節についてシンチグラ
ムと併行してエコーグラムを行った。エコーグラムの結
